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論文審査の要旨 

 

本研究では、腎生検を実施した糖尿病性腎症 396 例を対象に、腎組織病変［糸球体病変

（GL）、間質線維化および尿細管萎縮（IFTA）］と腎予後の関連性を蛋白尿（≧0.5 g/

日）の有無別に検討した。IFTA は蛋白尿の有無に関わらず末期腎不全の発生に関連する

ことを示した。また GL は蛋白尿陽性群でのみ末期腎不全の危険因子である一方、IFTA

が尿蛋白の有無に関係なく腎予後の危険因子であることを明らかにした。本研究成果は

糖尿病性腎症の生命予後を考慮する上で、予防医学の観点からも画期的な結果であり、

今後の発展も期待される。 

公聴会での質疑応答では、尿細管障害における糖毒性の機序や IFTA が起こる尿細管

の部位、IFTA の 25%のカットオフの妥当性、腎生検のサンプルエラーの可能性につい

て、本結果を踏まえ丁寧に回答された。また、腎生検に代わる無侵襲の検査法や IFTA 予

防に関する将来展望については、実臨床での有用性と自らが有する研究構想を具体的に

説明された。さらに経時的に悪化する糖尿病性腎症症例の原因機序に関する質問にも、

本研究成果を用いて的確に回答された。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに腎臓病態制御医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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